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序文 

  

 
リテルヒューズ 

サプライヤ 
行動規範 

 

 
    
 
 
 

リテルヒューズはインテグリティを基盤としてビ

ジネスを行い、カスタマーに高品質の製品とサー

ビスを供給し、当社のアソシエート、投資家、当

社が生活しビジネスを行う地域社会の相互利益へ

の奉仕にコミットしています。 
 

多くのカスタマーが、リテルヒューズ製品の高

い品質とパフォーマンスを信頼し、最高レベル

の精度が求められる用途に当社製品を選んでい

ます。当社は一人ひとりのカスタマーに信頼し

ていただくため、当社の核心的価値観を常に実

践するよう努力しています。 
 

 カスタマー・フォーカス 
 チームワーク 
 結果重視 
 インテグリティ 
 イノベーション 

 
当社はカスタマーおよびサプライヤとの間に、イ

ンテグリティを基礎とした関係を築き上げること

を願っています。インテグリティ、正直さの保持、

高い倫理性がなければ、その他の価値観は無意味

なものになってしまいます。 
 

リテルヒューズは社会および環境への責任を果た

し、また倫理的に行動する点で最高の水準を保つ

ために真剣な努力を払っており、当社のビジネス

パートナーも同一の価値基準を持つことを求めて

います。 

 
リテルヒューズ・サプライヤ行動規範は当社の

カスタマーおよび当社が関係するビジネスセグ

メントによって制定されたもので、Electronic 
Industry Citizenship Coalition (EICC)を前身とする、

Responsible Business Alliance（責任ある企業同

盟－略称  RBA：）のCode of Conduct (CoC) 
standardsを基礎としています。当規範と法的な

要求との間に相違がある場合、適用法の範囲内

で、より厳格な基準を当てはめなければなりま

せん。 
 
リテルヒューズ・サプライヤ行動規範はRBA 
CoCと同じように5つのセクションに分けられ

ています。 
 
 労働 
 安全衛生 
 環境 
 倫理 
 マネジメントシステム 

 
加えて、当社ではサプライヤのため、法律、規

制またはポリシーに違反している恐れのあるケ

ースを報告できるよう、倫理ヘルプラインの利

用方法を含めました。 
 
リテルヒューズがインテグリティ確保のために

払う努力に協力してくださり感謝いたします。 
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リテルヒューズのサプライヤーには従業員の人権

を尊重し、従業員に対して尊厳と敬意を込めた待

遇をすることが期待されています。この指針は臨

時雇用者、移民、学生、直接労働者および他のあ

らゆる形態の従業員に適用されます。当社は労働

および人権に関連して、特に以下の原則を支持し

ています。 
 

強制的な労働の禁止 
強制、拘束（債務による拘束を含む）または年

季奉公性労働、非自発的囚人労働、奴隷または

人身売買による労働力の使用は禁止されていま

す。これは脅迫、強制、強要、誘拐または詐欺

により移送、隠匿、採用、移動または受け入れ

が行われた人員の労働やサービスを含みます。 
 

従業員に対して、施設内での移動の自由に対す

る不合理な制限、また企業の提供する施設への

立ち入りの不合理な制限をしてはなりません。

雇用の過程において、従業員に対して雇用条件

の記載を含む、従業員の母語による書面での契

約書を提供するものとし、これは従業員が母国

を離れる前に提供しなければなりません。 
 
すべての業務は自発的なものでなければならず、

従業員はいつでも自由に職場を離れること、ま

たは自らの雇用を終了することができなければ

なりません。雇用者およびエージェントは、法

によって要求されている場合を除き、政府発行

の身分証明書、パスポート、または労働許可証

など、従業員の身分証明書または入国必要書類

を破棄、隠匿、押収してはならず、または従業

員による当該書類の使用を妨害してもなりませ

ん。 

雇用者またはエージェントが、従業員に対して、

就職斡旋の代理手数料またはその他の関連費用

の支払いを要求することは禁じられています。 
 
若年労働者－児童労働 
製造のどの段階においても児童労働の使用は禁

止されています。ここでいう「児童」とは、15
歳未満、義務教育終了年齢、または当該国にお

ける最低労働許可年齢のうち、いずれか最も高

い年齢に達しない者を指します。 
 
すべての法律および規制に適合した、職場にお

ける合法的学習プログラムの採用は支持されて

います。18歳未満の従業員（若年労働者）は健

康や安全面で危険のある業務に携わってはなり

ません。また18歳未満の労働者は、法律が許可

している場合を除き、夜間シフトおよび残業で

の労働をしてはなりません。 
 
サプライヤは学生労働者の学業記録の適切な維

持管理、協力教育機関への厳密な監督、学生労

働者の権利の適切な保護により、適用法および

規制に従って学生を適切に保護管理しなければ

なりません。 
サプライヤはすべての学生労働者に対して適切

なサポートと訓練を与えなければなりません。 
 
現地に適用される法律がない場合、学生労働者、

インターンおよび見習い従業員の賃金水準は、

最低でも同等または類似の業務に従事する未経

験労働者と同一でなければなりません。
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リテルヒューズ・サプライヤ行動規範、続き 

 
労働時間 
業務環境に関する各種の研究は、労働者の過労

が生産性低下、離職率上昇および負傷・疾病の

増加と関係していることを明示しています。1週
間の労働時間は現地の適用法が定める上限を超

えてはなりません。さらに、1週間の労働時間は、

緊急時または非常時を除き、残業時間も含めて

60時間を超えてはなりません。従業員には7日間

に1日以上の休日を与えなければなりません。 
 

賃金と福利厚生 
従業員に支払われる賃金は、最低賃金、残業時間、

および法定義務の定める福利厚生関連の法律を含

め、賃金に関連する適用法すべてに準拠しなけれ

ばなりません。現地の適用法に従い、従業員の残

業に対しては、通常の業務時間帯よりも高い賃率

の割増賃金を支払わなければなりません。 
懲戒手段としての、賃金控除は認められません。

毎回の支払期日において、従業員へ、果たした業

務に対する適正な賃金の支払いを証明するために

十分な情報を包含する、理解可能な給与明細書を

適切な時期に提供しなければなりません。臨時、

派遣および外務委託による労働者の使用は、す

べて地元の法律の認める範囲に制限されます。 
 

人道的待遇 
従業員に対する、あらゆる種類のセクシャルハラ

スメント、性的虐待、体罰、精神的もしくは身体

的な強要、または言葉による侮辱など、不快で非

人道的な待遇、またはそのような待遇の恐れがあ

ってはなりません。懲戒方針および手続きに関す

る各種の要求は、明確に規定し、従業員に伝えな

ければなりません。 
 

差別の禁止 
サプライヤは職場におけるハラスメントおよび

違法な差別をなくすために努力を払う必要があ

ります。各企業は、人種、肌の色、年齢、性別、

性的指向、ジェンダーアイデンティティおよび

その表現、民族または出身国籍、障害、妊娠、

宗教、政党への加入、組合員かどうか、従軍経

歴、保護されている遺伝情報、または婚姻状況

によって、賃金、昇進、報酬、および訓練への

参加など、雇用実務における差別をしてはなり

ません。 
 

従業員に対して、宗教的な慣行に従えるよう合

理的な配慮がなされるものとします。 
 

加えて、法律が許可している場合を除き、従業

員および採用予定の従業員に対して、差別的な

方法で使用される恐れのある医療検査または身

体検査を受けさせてはなりません。 
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結社の自由 
現地法に従い、サプライヤは、全従業員に対し、

自らの選択により労働組合を結成して加入し、

団体で交渉し、平和的集会へ参加する権利、ま

たそのような活動に参加しない権利を尊重しな

ければなりません。従業員および/またはその

代表者は、差別、報復、脅迫、またはハラスメ

ントの恐れなく、経営陣と自由に意思の疎通を

図り、考えを共有できるものとします。 

 



 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

リテルヒューズ・サプライヤには、安全で衛生的

な業務環境を提供することが期待されています。

安全で衛生的な業務環境は、業務上の負傷や疾病

を最小限に抑制するだけでなく、製品およびサー

ビスの品質、ならびに製造の一貫性および従業員

の定着率を向上させます。従業員への継続的な情

報提供および教育は、職場における安全衛生上の

問題を特定し解決するために不可欠です。 
 
本規範の制定に際しては、ISO 45001やILO労働安

全衛生ガイドラインなど広く認められたマネジメ

ントシステムを参照しており、これらの規定から

有益な付加的情報を得られる可能性があります。 
 

職務上の安全 
潜在的な危険（例：電源および他の動力源、火、

車両、落下の危険）にさらされる従業員に対し

て、適切な設計、エンジニアリング、および作

業管理、プリベンティブメンテナンスおよび安

全作業手順（ロックアウト/タグアウトを含

む）、および継続的な安全訓練によるコントロ

ールを行わなけなければなりません。上記の手

段ではコントロールが不十分な場合、適切で、

よくメンテナンスされた個人保護装具および上

記の危険に関連した教材を提供しなければなり

ません。従業員に対し、安全上の懸念事項を報

告するよう奨励しなければなりません。 

緊急時への備え 
緊急事態および事件の潜在的な危険を特定、評価

し、その影響を最小化するため、緊急事態発生報

告、従業員への通知と避難手順、従業員への訓練

と繰り返し、適切な火災探知器と消火設備、適切

な避難設備と復旧計画を含む、緊急事態対処計画

および対処手順を制定しなければなりません。上

述の計画や手順は、主に生命、環境および資産へ

の損害を最小化するためのものとします。 
 
業務上の負傷と疾病 
業務上の負傷および疾病を防止、管理、追跡、お

よび報告するための手順およびシステムを実施し

なければならず、これには従業員からの報告の奨

励、負傷・疾病事例の分類および記録、必要な治

療の提供、事例の調査および事故原因解決のため

の是正措置、ならびに従業員の業務復帰促進措置

が含まれます。 
 
産業衛生 
従業員の化学的、生物学的、物理的薬剤への暴

露は、特定、評価および管理しなければなりま

せん。エンジニアリングおよび作業管理によっ

て過度の暴露を防止しなければなりません。上

記の手段によって危険を適切にコントロールす

ることができない場合、適切な個人保護装具プ

ログラムによって従業員の健康を保護しなけれ

ばなりません。 
 
 
 
 

 
5 

安全衛生 

 

リテルヒューズ 

サプライヤ 

行動規範 



リテルヒューズ・サプライヤ行動規範、続き 

身体的負荷のかかる作業

身体的に負担のかかる作業は、特定、評価、およ

びコントロールしなければなりません。これには

手作業による原材料取り扱い、重量物の持ち上げ、

または繰り返される持ち上げ、長時間の立ち作業、

および繰り返しの非常に多い作業、または力を必

要とする組み立て作業が含まれます。

機械の安全対策

生産機械およびその他の機械は、安全面での危

険を評価しなければなりません。従業員が機械

によって何らかの負傷を負う危険がある場合、

物理的ガード、インターロック、バリアを設置

し、適切なメンテナンスを行う必要があります。

衛生設備、食事、住居

サプライヤは従業員に対し、清潔なトイレ施設、

飲用水、衛生的な食品の調理、保管、および食事

のための施設を提供しなければなりません。サプ

ライヤまたは従業員斡旋エージェントが従業員に

提供する居住設備は、清潔で安全な状態にメンテ

ンスされ、適切な非常口、入浴・シャワー用の温

水、適切な空調と換気、ならびに適切な出入口の

ある個人スペースを備えている必要があります。

安全衛生に関するコミュニケーション

サプライヤは、職場での安全衛生に関する適切な

訓練を従業員の主要言語で提供しなければなりま

せん。安全衛生に関する情報は施設内にはっきり

と表示しなければなりません。

薬物乱用のない職場

当社は、サプライヤが違法薬物のない職場を維持す

ることを期待しています。違法薬物のない職場とは、

規制物質または違法物質の違法な使用、所持、販売、

流通を防止している職場です。
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当社は、サプライヤが人や環境への危険を避け、

環境への影響を最小限に抑え、資源を経済的に使

用する方法で操業することを期待しています。環

境に対する責任を果たすことは、世界規模の製品

生産に欠かせません。製造業務においても、地域、

環境、および天然資源への有害な影響を最小限に

抑えながら、公衆の安全衛生を保護します。

本規範の制定に際しては、ISO 14001や環境管

理・監査制度（Eco Management and Audit 
System: EMAS）など広く認められたマネジメン

トシステムを参照しており、これらの規定から有

益な情報を得られる場合があります。

当社は環境に関連して、特に以下の

原則を支持しています。

環境許可と報告

要求されるすべての環境許可（例：排出監視）、

認可、および登録を取得・維持し、最新の状態

に保ち、その操業と報告に関する要求を遵守し

なければなりません。

汚染防止と資源削減

水とエネルギーを含めた各種資源の使用、およ

び各種廃棄物の生成は、発生源で削減・防止す

るか、または生産方法、メンテナンス、設備プ

ロセスの変更、材料置換、節約、リサイクル、

材料再使用等の手段によって削減・防止する必

要があります。

有害物質

環境に放出された場合に危険な化学物質および他

の物質は、安全な取り扱い、移動、保管、リサイ

クルまたは再使用および廃棄を確実に行えるよう、

特定し、管理しなければなりません。

排水と固形廃棄物

サプライヤは固形廃棄物（非危険物）について、
その特定、管理、削減、責任ある廃棄、または再
利用のため、体系的なアプローチを実施しなけれ
ばなりません。操業、製造過程および汚物処理施
設から発生した排水は、廃棄または処分の前に、
必要に応じて特性評価、監視、制御、および処理
を実施しなければなりません。また、排水の発生
を削減する手段を取ります。サプライヤは、廃水
処理システムの性能を定期的に監視しなければな
りません。

大気への排出

揮発性有機化合物、エアロゾル、腐食性物質、微粒子、

オゾン層破壊物質および操業中の燃焼副産物は、廃棄

前に、必要に応じて特性評価し、定期的に監視、制御、

処理しなければなりません。サプライヤは排気制御シ

ステムの性能を定期的に監視しなければなりません。

材料の制限

サプライヤは、製品中および製造過程（再利用、

排気のためのラベリングを含む）での特定物質の

禁止、制限に関し、適用されるすべての法律、規

制、顧客の要求事項を遵守しなければなりません。

雨水管理

サプライヤは雨水の流出による汚染を防ぐため、

体系的なアプローチを実行しなければなりません。

サプライヤは排出雨水への混入によって起きる違

法な排出・漏出を防止しなければなりません。

エネルギー消費と温室効果ガス排出

エネルギー消費および温室効果ガス排出は、施設お

よび企業レベルで追跡し、文書化しなければなりま

せん。サプライヤは、エネルギー効率を向上し、エ

ネルギー消費・温室効果ガス排出を最小化するため

の経済的な方法を研究しなければなりません。

環 境 

リテルヒューズ 

サプライヤ 

行 動 規 範
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リテリュヒューズのサプライヤにはビジネスを
倫理的に行い、インテグリティをもって行動す
ることが期待されています。当社は以下の倫理
的な原則を支持しています。 

 
ビジネスインテグリティ 
ビジネス上のあらゆる交渉において最高レベルの
インテグリティを保持しなければなりません。サ
プライヤは、あらゆる形の贈収賄、腐敗、強要、
マネーロンダリング、横領に対し、ゼロ・トレラ
ンス・ポリシーを採用します。リテルヒューズの
利益のための取引を含め、すべての事業取引は、
透明性をもって行い、サプライヤの事業文書およ
び記録に正確に記載しなければなりません。腐敗
防止法の遵守を確実にするための監視・実施手順
を取らなければなりません。 

 
不当利益の排除 
賄賂、または不正・不適切な利益を得るための
他の手段の、約束、提案、認可、受領、または
受入は禁止されています。この禁止事項には、
事業の獲得または保持、いずれかの人物への事
業の誘導、またはその他の不適切な利益獲得を
目的として、直接的または間接的な手段で第三
者を通して、何らかの有価物を約束、提案、認
可、供与、または受領することが含まれます。 

 
情報開示 
サプライヤの労働、安全衛生、環境への取り組
み、ビジネス活動、構造、財務状況、および業
績に関する情報は、適用される規則および一般
的な業界慣行に従って開示しなければなりませ
ん。サプライチェーンによる記録の改ざん、も
しくは現状または業務に関する虚偽表示は容認
されません。 
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資産の保護 
サプライヤには、リテルヒューズの資産を維持、保護

し、責任を持って使用することが期待されています。

これには有形の資産、ならびに当社のブランド、技術、

事業情報、および知的財産など無形の資産が含まれま

す。 
 
知的財産権 
知的財産権を尊重しなければならず、技術およびノウ

ハウの移転は、知的財産権を保護するとともに、顧客

情報を安全に保護する方法で行わなければなりません。 
 
公正なビジネス、広告、競争 
公正なビジネス、広告および競争の規範を保持しなけ

ればなりません。顧客情報を保護するための適切な手

段を取らなければなりません。 
 
ギフト 
ビジネス上のギフト、便宜提供、および接待は、健全で

客観的なビジネス関係を阻害する可能性があります。ど

んな状況下においても、リテルヒューズのアソシエーツ

に対し、ビジネス上の不正な行動を不当に促す目的があ

ると合理的に判断された、どんな出費や支出も支払うこ

とはありません。リテルヒューズはあらゆる形の賄賂ま

たはキックバックの提案、提供、要求、または受取を固

く禁止しています。 
 
 
 
 
 
 
 
 

倫 理 

 

リテルヒューズ 

サプライヤ 

行 動 規 範 



リテルヒューズ・サプライヤ行動規範、続き 

反トラスト

サプライヤは有効かつ適用される競争法規および

反トラスト法を遵守しなければなりません。これ

には競合他社、サプライヤ、顧客または他の第三

者との反競争的約定の締結、競合情報の不適切な

交換、価格操作、談合、または不正な市場割当な

どのビジネス慣行を避けることが含まれます。

輸出入管理

サプライヤは、製品およびサービスを購入する際、

有効かつ適用されるすべての法律を遵守しなけれ

ばなりません。

報告、報復の禁止

サプライヤは自社従業員に向け、報復を心配せず

に法的または倫理的な懸念を提起するための手続

きを制定しなければなりません。

責任ある材料調達

サプライヤは、製品に含まれるタンタル、ス

ズ、タングステン、および金が、コンゴ民主

共和国またはその周辺国において深刻な人権

侵害の加害者となっている武装グループにと

って、直接的または間接的に、資金または利

益をもたらしていなことを合理的な範囲で確

認するためのポリシーを有していなければな

りません。サプライヤは上記鉱物の供給元お

よび生産物流管理について十分な調査を実施

し、顧客の要求に応じて自社の調査を提供し

なければなりません。

プライバシー

サプライヤは、事業に関係するすべての人（サ

プライヤ、顧客、消費者、および従業員を含む）

の個人情報について、合理的に期待されるプラ

イバシー保護を行わなければなりません。サプ

ライヤは、個人情報の収集、保存、処理、送信、

および共有に際して、プライバシーおよび情報

のセキュリティに関する法律と規制の要件を遵

守しなければなりません。

多様性

リテルヒューズはとって、多様なサプライヤか

ら製品やサービスを購入することは非常に重要

です。そのため、サプライヤは、リテルヒューズ

との契約の指定があればそれに従って、全体購入

額への割合が指定されている場合はそれに従って、
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Minority-owned Business Enterprises （マイノリテ

ィ経営企業－略称 MBE）および Woman-owned 
Business Enterprises （女性経営企業－略称WBE）
から、十分な金額の製品およびサービスを購入す

るよう誠実に努力しなければなりません。

MBEとは、人種的および/または民族的な少数派が

所有および管理するビジネスです。WBEとは、1
人または複数の女性が所有および管理するビジネ

スです。

偽造品

サプライヤーには、偽造された部品や材料を製品

に使用してしまうリスクを最小限に抑えるため、

自社の製品およびサービスに適した効果的な防止

方法とプロセスを開発、実施、および維持するこ

とが期待されています。さらに、サプライヤーは、

偽造品の混入が確証されたとき、関係製品の受領

者に通知し、該当製品を流通から除外しなければ

なりません。



 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

リテルヒューズのサプライヤは、当規範の内

容に関係する範囲の事柄を管理するため、マ

ネジメントシステムを採用または制定するよ

う期待されています。 
 
このマネジメントシステムは以下の点を確実に網

羅するよう設計しなければなりません： 
(a)サプライヤの操業および製品に関連して適

用される法律、規制および顧客からの要求遵守

(b)当規範への準拠(c)当規範に関連する操業リ

スクの特定および軽減。またこのシステムは継

続的な改善を促すものでなければなりません。 
 

マネジメントシステムには以下の要素を含める

必要があります。 
 

企業のコミットメント 
社会・環境に対する企業の責任に関するポリシ

ーの表明。法令遵守と継続的な改善に関するサ

プライヤのコミットメントを確認するものであ

り、経営幹部の承認を得て、現地の言語で施設

に掲示します。 
 

マネジメントの説明責任と責任の所在 
マネジメントシステムおよび関連プログラムの実

行に責任を負うシニアエグゼクティブおよび企業

代表者の明示。シニアマネジメントは、定期的に

マネジメントシステムの実行状況をレビューしな

ければなりません。 
 

法的要求と顧客の要件 
当規範の要件を含め、適用される法律、規制お

よび顧客の要件を特定、監視および理解するプ

ロセス。 

リスク評価とリスク管理 
サプライヤの操業に関連する法令遵守、安全衛

生、労働慣行、および倫理上のリスクを特定す

るプロセス。それぞれのリスクの相対的重要度

を見きわめ、および識別されたリスクを制御し、

規制を確実に遵守するための適切な手順と物理

的制御の実施。 
 

環境、健康、安全の評価に含まれるエリアは、

生産エリア、倉庫と保管施設、工場/施設サポー

ト設備、研究・実験エリア、衛生設備（トイ

レ）、キッチン/カフェテリア、および従業員住

居です。 
 

改善の目的 
サプライヤの社会面、環境面でのパフォーマンス

の目的、目標、実施計画を書面にしたもの。サプ

ライヤが社会面、環境面でのパフォーマンスを改

善するためのもので、目的達成に向けたサプライ

ヤのパフォーマンスの定期的な評価を含みます。 
 

イノベーション 
製品のパフォーマンス向上、製造の改善により

製品寿命の延長、職場の生産性、安全性、効率

の改善をもたらす技術革新および顧客の発案。. 
 

トレーニング 
サプライヤのポリシー、手順、改善目標を実行に

移し、適用される法律および規制要件を適用する

ため、マネージャーと従業員を訓練するためのプ

ログラム。.
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マネジメントシステム 

 

リテルヒューズ 

サプライヤ 

行 動 規 範 



 
 

リテルヒューズ・サプライヤ行動規範、続き 
 

すべての従業員に対し、いつでもサプライヤ行

動規範を参照を可能にする手段を備え、従業員

の権利と責任について理解できるようにしなけ

ればなりませんん。 
 
コミュニケーション 
サプライヤのポリシー、慣行、ならびにサプラ

イヤの従業員、サプライヤ、およびカスタマー

に対する期待とパフォーマンスについての明確

で正確な意思伝達のプロセス。 
 
従業員によるフィードバックと共有 
当規範のカバーする慣行および条件について、

従業員の理解を評価し、フィードバックを取得

して、継続的な改善を図っていく進行中のプロ

セス。 
 
監査と評価 
社会面、環境面での責任に関連する、法律およ

び規制の要件、当規範および顧客との契約上の

要件への適合を確認するための周期的な自己評

価。 
 
改善行動プロセス 
外部または内部評価、調査、捜査、監査および

レビューによって特定された問題を適切な時に

正すための行動のプロセス。 
 
文書と記録 
規制事項の遵守、企業要件への適合、さらにプ

ライバシー保護のための適切な機密性を確認す

るための文書および記録の作成とメンテナンス。 
 
サプライヤ責任 
サプライヤに当規範を伝達し、当規範に対する

サプライヤの適合性を監視するプロセス。 
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当社はカスタマーおよびサプライヤとの間にインテグリティに基づく関係を築くことを希望して

います。そのため、当社とカスタマーの間に築かれてきた相互のインテグリティおよび信頼関係

を脅かす何らかの行動に気づいた場合、サプライヤが当社の法律部門に知らせるための手段につ

いて確実に把握するよう希望しています。 
 

サプライヤがリテルヒューズ倫理ヘルプラインに連絡する際に利用できる選択肢を以下に記しま

す。当社倫理ヘルプラインに寄せられた問い合わせおよび報告は機密事項とされます。 
 

リテルヒューズ倫理ヘルプライン 
サプライヤは、法律、規制、またはポリシーへの違反に関する懸念について、リテルヒューズ倫

理ヘルプラインに報告することができます。倫理ヘルプラインは、オンラインまたは電話により

10以上の言語で利用することができ、24時間、年中無休で対応しています。倫理ヘルプラインに

連絡する際、サプライヤは匿名を選択することができます。 
 

倫理ヘルプラインへの3種類の連絡方法：  
 

1. E-Mail：Helpline@Littelfuse.comへEメールを送信する 
2. Webサイト：オンラインフォームhttps://littelfusehelpline.alertline.com/gcs/welcomeから報告する 
3. 電話：独立した第三者機関が管理する電話番号0034-800-900071（米国）へ連絡する。国際フ

リーダイヤルの電話番号リストは上記Webサイト上に掲載されています。 
 

当社の価値観または法律に違反する何らかの状況に気づいた場合、声を上げるのは私たち一人ひ

とりの責任です。倫理的な問題の危険性に注意を向け、リテルヒューズが大事な価値観を保ち、

あらゆる点でインテグリティを守るために協力してくださることに感謝いたします。 
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リテルヒューズ倫理ヘルプライン 

 

リテルヒューズ 

サプライヤ 

行 動 規 範 

mailto:Helpline@Littelfuse.com
https://littelfusehelpline.alertline.com/gcs/welcome
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8755 W. Higgins Road 

Suite 500 
Chicago, IL 60631 USA 
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